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１．概要（Summary） 

近年，IoT やウェラブル・デバイスの電源として環境振

動発電が注目を集めている．しかし，人の動きの振動周

波数は数Hz以下と低いため，単純な１次元振動系では，

小容積で高出力の発電器を構成することは難しいと考え

られる．そこで，腕の動きなどを回転運動に変換して発電

するデバイスが検討されている．本報では，エレクトレット

を用いた回転型発電機の初期プロトタイプの試作結果に

ついて報告する． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 (1) 高速大面積電子線描画装置 

 (2) マスク・ウエーハ自動現像装置群 

 (3) 高速シリコン深掘りエッチング装置 

 (4) ステルスダイサー 

【実験方法】 

発電機の出力は電極の設計に依存するため，まず回

転型エレクトレット発電機（Fig. 1）の解析解と，平行電極

間の寄生容量に関する解析解を用い，電極ペア数 N の

最適値を求めた．その結果，電極直径 40 mmのときN = 

220 となった．この設計値をもとに装置(1)(2)を用いてフォ

トマスクを作製し，フォトリソグラフィとエッチングにより各電

極パターンを形成した．装置(3)を用いてベアリング埋め

込み溝を形成し，装置(4)によりチップ分割した． Fig. 2

にパッケージング後の完成デバイスを示す． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 エレクトレットの表面電位-160V，回転数 1 Hz 時に 3.6 

Wの出力を得た．本実験値は計算値 4.1 Wの88 %に

達し，解析モデルとの良好な一致を示している．今後は表

面電位や電極パターンを改善し，高出力化を目指す． 
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６．関連特許（Patent） 

 特許出願済み 

Figure 1. Schematic of rotational electret energy 

harvester. 

Figure 2. Rotational energy harvester stored in a 

plastic package. 


